
令和6年度　施政方針

　　　  令和 6 年度　施政方針
令和 6年度　弥富市職員異動
令和 6年度　当初予算の概要
空き家の適正管理は所有者の責務です
空家等除却費補助制度のご案内
地震に負けない家づくりを応援します
緑の街並み推進事業補助金のご案内
まちの話題

弥富北中学校
子どもは宝　やとみのたから
夏休み期間に児童クラブで働きませんか
令和 6年弥富市青少年健全育成推進大会を開催します
SUKUSUKUPLAZA
令和 6年度の夏休みにおける
児童クラブの登録申請を受け付けます
やとみ歴史探訪
市長の部屋
行事予定カレンダー
くらしの情報
図書館だより
スポーツNEWS
保健センターだより

教育の広場
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問い合わせ先（市外局番 0567）

各種施設
鍋田支所 ☎68－8001
総合福祉センター ☎65－8103
十四山総合福祉センター ☎52－3800
いこいの里　　　　　　 ☎69－1600（日・月曜、祝日休館）
TKE スポーツセンター ☎52－2110（月曜休館）
白鳥コミュニティセンター ☎67－6021（月曜休館）
南部コミュニティセンター ☎68－3919（月曜休館）
同報無線確認電話 ☎65－8517
※臨時放送の確認ができます。

市役所  ☎65－1111　　67－4011
（弥富市前ケ須町南本田 335番地）

1階　市民課、保険年金課、福祉課
介護高齢課、児童課、会計課
2階　税務課、収納課、環境課、産業振興課
土木課、都市整備課、下水道課
3階　健康推進課
（保健センター・子育て世代包括支援センター）
4階　総務課、財政課、人事秘書課、企画政策課
防災課、市民協働課、学校教育課
5階　議場および議会事務局、監査委員事務局
6階　議会傍聴席、展望休憩スペース

十四山支所　☎52－2111　　52－3276
（弥富市神戸三丁目 25番地）

1階　十四山支所　支所グループ

弥富まちなか交流館（市役所本庁舎南側）（月曜休館）
( 弥富市前ケ須町南本田 347番地）　
1階　観光課（☎65－1106）（　 65－4355）
歴史民俗資料館（☎65－4355）（　 65－4355）
2階　図書館（☎65－1117）（　 66－1038）

総合社会教育センター（月曜休館）
☎65－0002　　65－1777
（弥富市前ケ須町野方 802番地 20）

1階　生涯学習課

軽自動車税（種別割）　全期
介護保険料　　　　　 1期 
《納期限：５月３１日（金）》

今月の納税など

検索検索

各記事に掲載の　　(7桁の数字)を、
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3月30日（土）、31日（日）に開催したやとみ桜まつりできんちゃん
と触れ合う子どもたちです。５年ぶりの開催を心待ちにしていた人
で、大いに盛り上がりを見せました。当日の様子は、15ページにも掲
載していますので、ぜひご覧ください。

contents

（令和6年4月1日現在）

人口　43,581人（－71）
男　　21,876人（－34）
女　　21,705人（－37）
世帯　18,907（＋78）

令和
6 年度 施政方針
3 月の市議会定例会で、令和 6年度の施政方針を表明しました。こちらの特集
では、本年度の弥富市が取り組む施策などをお伝えします。
※掲載している施政方針は、要約してあります。

令和 6 年度 重点施策
令和 6 年度の市政運営に当たっては、

引き続き第 2 次弥富市総合計画に掲げる 6つの基本目標に基づき取り組みます。

1　いつまでも住み続けたい安全・安心なまち
2　笑顔あふれる、健やかで共に支え合うまち
3　心豊かで文化を育む人づくりのまち
4　人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち
5　良好な都市基盤が整った便利で快適に暮らせるまち
6　市民と行政がつながり、共につくるまち

本市のまちづくりの指針である第 2次弥富市総合計画の前期基本計
画の計画期間が令和 5年度をもって終了することから、前期基本計画
の進捗状況、社会情勢の変化と行政需要などを踏まえて見直すととも
に、目指すべき方向性を同じくする弥富市デジタル田園都市構想総合
戦略を一体的な計画として包含した後期基本計画を 3月に策定・公表
しました。
令和 6年 4月から令和 10年度までを計画期間とする後期基本計画
は、新型コロナウイルス感染症による市民生活への大きな影響やＤＸ
の進展などへの具体的な対応を新たに盛り込みました。
前期基本計画に引き続き、“ひと”と“ひと”とが繋がり、お互いが支
え合い、地域で安心して暮らし、住み続けることができる、市民が主
役となって活躍できる快適なまちづくりを目指してまいります。

特集！
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